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サンプルプログラム作成手順書

顧客一覧の検索（リストボックス、帳票フォーム）
初版：2005/06/10
1. はじめに

この手順書は、SAMPLE１「Access顧客管理サンプルソース[作成手順書付き]」に手を加えて、一覧画面の検索方法を説明します。
http://www.vector.co.jp/soft/win95/business/se368154.html
今回は検索の方法だけ説明しますので、画面の作り方は省略します。リストボックスを使った一覧画面の作り方はSAMPLE1を参照ください。

リストボックスを使った一覧画面での検索、帳票フォームを使った検索の方法を説明します。

それぞれ利点を活かし、場面にあわせた使い分けができるようになると思います。

2. リストボックスでの検索
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【値集合ソースの書き換え】
リストボックスで表示するためのデータ（値集合ソース）の書き換えで検索を行います。
リストボックスに設定しているSQL構文のWhere句に検索条件を指定します。

全てのデータを表示する場合のSQL構文

SELECT [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode] AS コード, [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuName] AS 顧客名, [tm01_Kokyaku].[tm01_Address1] AS 住所, [tm01_Kokyaku].[tm01_Tel] AS 電話番号 
FROM tm01_Kokyaku  
ORDER BY [tm01_Kokyaku].[tm01_Furigana], [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode]

Whereの指定がありません

フリガナに ﾀﾅ が付くデータのみ表示する場合のSQL構文

SELECT [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode] AS コード, [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuName] AS 顧客名, [tm01_Kokyaku].[tm01_Address1] AS 住所, [tm01_Kokyaku].[tm01_Tel] AS 電話番号 
FROM tm01_Kokyaku 
Where tm01_Kokyaku.tm01_Furigana Like '*ﾀﾅ*' 

ORDER BY [tm01_Kokyaku].[tm01_Furigana], [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode]
Whereに[フリガナ]が ﾀﾅ だけ表示させるための条件が指定されています
フリガナに ﾀﾅ かつ 電話番号に 123 が付くデータのみ表示する場合のSQL構文

SELECT [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode] AS コード, [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuName] AS 顧客名, [tm01_Kokyaku].[tm01_Address1] AS 住所, [tm01_Kokyaku].[tm01_Tel] AS 電話番号 
FROM tm01_Kokyaku 
Where tm01_Kokyaku.tm01_Furigana Like '*ﾀﾅ*' And tm01_Kokyaku.tm01_Tel Like '*123*' 
ORDER BY [tm01_Kokyaku].[tm01_Furigana], [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode]
Whereに[フリガナ]が ﾀﾅ [電話番号]が123だけ表示させるための条件が指定されています

条件がANDでつなげられています

この太字で書かれたWhereの部分をプログラムで書き換えて検索機能を実現させます。

①フォームのモジュールに値集合ソースを書き換えるプロシージャを貼り付け
以下のプロシージャ subSetFiler をフォームモジュールの一番下の位置に貼り付けします。

Private Sub subSetFiler()

    Dim strWhere    As String

    '変数の初期設定

    strWhere = ""

    'ﾌﾘｶﾞﾅを部分一致で検索

    If IsNull(Me![txtFurigana]) <> True Then

        If strWhere <> "" Then

            strWhere = strWhere & " And "

        End If

        strWhere = strWhere & "tm01_Kokyaku.tm01_Furigana Like '*" & Me![txtFurigana] & "*'"

    End If

    '電話番号を部分一致で検索

    If IsNull(Me![txtTel]) <> True Then

        If strWhere <> "" Then

            strWhere = strWhere & " And "

        End If

        strWhere = strWhere & "tm01_Kokyaku.tm01_Tel Like '*" & Me![txtTel] & "*'"

    End If

    'Where文字列の加工

    If strWhere <> "" Then

        strWhere = "Where " & strWhere

    End If

    'ﾘｽﾄﾎﾞｯｸｽの値集合ｿｰｽ更新

    Me![lstKokyakuCode] = Null

    Me![lstKokyakuCode].RowSource = "SELECT [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode] AS コード, [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuName] AS 顧客名, [tm01_Kokyaku].[tm01_Address1] AS 住所, [tm01_Kokyaku].[tm01_Tel] AS 電話番号 " & _

                                    "FROM tm01_Kokyaku " & _

                                    strWhere & " " & _

                                    "ORDER BY [tm01_Kokyaku].[tm01_Furigana], [tm01_Kokyaku].[tm01_KokyakuCode]"

    Me![lstKokyakuCode].Requery

End Sub
②検索条件が指定された時に、subSetFilerを実行する
[フリガナ]と[電話番号]テキストボックスの更新後処理イベントに以下のプロシージャを貼り付けます。

    '絞り込み

    Call subSetFiler
③フォームを開いた時は全レコード表示になるので、②と同様にsubSetFilerを実行する
フォームの開く時イベントに以下のプロシージャを貼り付けます。

フォームの開く時は、条件が指定されていないので必ず全データが表示されます。
    '絞り込み

    Call subSetFiler
【良い点】

１．別画面でデータの追加・更新・削除があった時に、リストボックスの更新が簡単

リストボックスの.RequeryだけでOKです。

しかもカーソル位置は.Requeryする前のままです（＾―＾

２．選択行がわかりやすい

選択行は帯がかかるので、どの行を選択しているのか視覚的にわかりやすいです。
３．作る時間が短い

項目が多くてもリストボックスのプロパティだけで調整できるので、コントロールを配置、位置調整、フォント調整などの手間が少なく、作る手間があまりかかりません。

【苦手】

１．書式を付けて表示させることが難しい

テキストボックスと違い「書式」プロパティが無いため、日付2005/01/02を05/01と表示させるのが難しいです。

SQL構文でFormat関数を使えば不可能ではないのですが、かなりパフォーマンスが低下します。

２．数値の右寄せ表示ができない

テキストボックスと違い「文字配置」プロパティが無いため、

12345

456

とデータを表示したくても

12345

456

となってしまいます。

3. 帳票フォームでの検索
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【Filterプロパティの書き換え】

フォームのFilterプロパティの書き換えで、FilterOnプロパティのTrueで検索を行います。

全てのデータを表示する場合のFilterプロパティ（何も指定がありません）
指定がありません

フリガナに ﾀﾅ が付くデータのみ表示する場合のFilterプロパティ
tm01_Kokyaku.tm01_Furigana Like '*ﾀﾅ*' 

[フリガナ]が ﾀﾅ だけ表示させるための条件が指定されています
フリガナに ﾀﾅ かつ 電話番号に 123 が付くデータのみ表示する場合のFilterプロパティ
tm01_Kokyaku.tm01_Furigana Like '*ﾀﾅ*' And tm01_Kokyaku.tm01_Tel Like '*123*' 
[フリガナ]が ﾀﾅ [電話番号]が123だけ表示させるための条件が指定されています

条件がANDでつなげられています

Filterプロパティをプログラムで書き換え、FilterOnプロパティをTrueにすることで検索機能を実現させます。

①フォームのモジュールにFilterプロパティを書き換えるプロシージャを貼り付け

Private Sub subSetFiler()

    Dim strWhere    As String

    '変数の初期設定

    strWhere = ""

    'ﾌﾘｶﾞﾅを部分一致で検索

    If IsNull(Me![txtFurigana]) <> True Then

        If strWhere <> "" Then

            strWhere = strWhere & " And "

        End If

        strWhere = strWhere & "tm01_Furigana Like '*" & Me![txtFurigana] & "*'"

    End If

    '電話番号を部分一致で検索

    If IsNull(Me![txtTel]) <> True Then

        If strWhere <> "" Then

            strWhere = strWhere & " And "

        End If

        strWhere = strWhere & "tm01_Kokyaku.tm01_Tel Like '*" & Me![txtTel] & "*'"

    End If

    'ｻﾌﾞﾌｫｰﾑのFilterﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨ更新

    Forms![fm_KokyakuListMain]![frmKokyakuListSub].Form.Filter = strWhere

    Forms![fm_KokyakuListMain]![frmKokyakuListSub].Form.FilterOn = True

End Sub
②検索条件が指定された時に、subSetFilerを実行する
[フリガナ]と[電話番号]テキストボックスの更新後処理イベントに以下のプロシージャを貼り付けます。

    '絞り込み

    Call subSetFiler
【良い点】

１．書式を指定してデータを表示するのが簡単

２．１データを複数行表示できる

住所１、住所２とデータがあった場合は

名前　住所１

住所２

と表示させることができる。

【苦手】

１．別画面でデータの追加・更新・削除があった時に更新が難しい

更新はフォームの.Requeryなので、リストボックスと一緒なのですが、.Requeryするとカーソル位置が先頭に移動してしまいます（T―T
こんな感じの流れです

一覧で10件目のデータ選択　→　別画面で修正（一覧の.Requery）　→　一覧のカーソルは先頭

修正なら.Requeryしなくとも、ある程度は自動的に反映されますが、新規入力や削除した場合は、必ず.Requeryしないと反映されません。
私の場合はこうして再表示させてます

①.Requery前にカーソルがあるデータのキー情報を退避

②.Requery 

③Recordset.CloneのFindFirstでレコードを先頭から①で取得したキーを使って検索

④Recordset.Cloneと画面のカーソル位置をBookmarkプロパティを使って同じ位置にする
書くとこれぐらいですが、かなり面倒です（－－；；

再表示の都度、検索させるのでパフォーマンスが悪いです。

4. まとめ

リストボックス、帳票フォームそれぞれの検索方法を説明しましたが、簡単に使う場面を分けるとすれば、細かい書式の設定が必要な場合は「帳票フォーム」、それ以外はリストボックスを使った方が、それぞれのよさを活かせると思います。

RecordsetClose、BookMarkについては、以降のサンプルプログラムで紹介する予定です。

2005/06/10　あぷる
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